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と予想せざるを得ない。   
関係者が口を揃えるように，クラブの発展を長期的に考えたとき重要となるのは，まず  
はJlに定着できるか否か，であろう。我々サポーターもまずはそれを現実的な命題とし  
て，優しくも力強く支えることが求められるのではないだろうか。   


























ノー〆   
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ていく6）。  








た形だ。   
この事実は，クラブの経営史においても重い。コンサドーレ札幌は，J2で優勝争いに  
絡んでいた2007年末，Jリーグ経営試問委員会から経営改善指導を受けた。「このまま  






サポーターであれば，こうした学びの形跡にこそ目を光らせるべきであろう。   
ともあれ これらの経営指標はすべて，相対的なものである。単体での分析には限界が  
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課題  チ鵬ム名   07順位  08順位  Og順位  10順位  11順位   備考  
ベガルタ仙台  22   21   14  4  
J2からJl定着  
皿   セレッソ大阪  23   22   20   
大宮アルディージャ   13   12   
2）  6   9   1残留  
ヴィッセル神戸   10   10   14   9   
ヴァンフォーレ甲府   17   25   22   20   16   
3）  昇格後1年で降格  
アビスパ福岡   26   29   17   
参考  コンサドーレ札幌   18   24   31   21
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4．コンサドーレ札幌，」1定着に向けて   
以上 ここ5年間のコンサドーレ札幌と任意に選定した他クラブの経営指標と翌年順位  
の関係をみてきた。これらを踏まえ，コンサドーレ札幌の未来を占ってまとめに代えた  




り一定レベルの選手を集めることが遠回りのようで最短の道だと考えられる。   
しかしながら，次には当然，その人件費を捻出するマネジメントの問題に直面する。短  
期的にはスポンサーを増やし，長期的には観客を増やし，強固な収入源を確保すること  
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注・参考引用文献   












7）順位は，J2の場合，Jl18チームより下位に位置づけられるため，19以上の数字がつく。例えばコ   
ンサドーレ札幌は2007年シーズンにJ2で優勝したので19，翌2008年シーズンにはJlで最下位だ   
ったので18という具合である。当然，数が小さい方が良い。  
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8）プロスポーツリーグ興業の世界では，「各クラブの人件費の総額が競技成績を最もよく説明する」と   
いう命題は広範に合意されている。サッカーではJリーグについて福原（2011）が，イングランドに   
ついてクーパーとシマンスキ（サイモン・クーパー、ステファン・シマンスキー：「ジャパン」はな   
ぜ負けるのか 経済学が解明するサッカーの不条理，日本放送出版協会 2010）が実証しているし，   
その命題に基づいてクラブ経営は為されている（フェラン・ソリアーノ（著），グリーン裕美（翻訳）；   
ゴールは偶然の産物ではない～FCバルセロナ流世界最強マネジメント～，アチーブメントシュッパ   
ン，2009）。野球やアメリカンフットボールについても同様の分析がある（例えば，マイケル・ルイ   
ス（著），中山宥（翻訳）；マネー・ボール，武田ランダムハウスジャパン，2006。大坪正則；メジャー  
野球の経営学，集英社，2002。など）。  
9）束原文郎；北海道のプロスポーツ：北海道日本ハムファイターズ，コンサドーレ札幌，レラカムイ北   
海道，『地域と経済』第6号，札幌大学地域経済研究所，pp．126－131，2009。  
10）2008年シーズンでは，浦和レッズとアルビレックス新潟だけが外れ値として観察され その他は順位  
に強く規定される。同前。  
11）例えば平成20年度の札幌市スポーツ部事業概要のウェブページには，以下のような記述がある。「J   
リーグ所属のプロサッカークラブ「コンサドーレ札幌」が地域のスポーツ振興や地域活性化、青少年   
への健全育成や教育活動、さらには、シティーPRなどに 大いに責献するといった公益的効果や役割   
を果たしていることから、その運営会社である（株）北海道フットボールクラブに対し、平成10年度   
に5億円の融資、平成11年度からは補助金を措置し（平成19年度は90，000千円）、さらに平成13年   
度からは札幌ドームの基本使用料の減免（3分の1を札幌市が補填）を講じている。」札幌市スポー   
ツ部「スポーツ部事業概要」，「「コンサドーレ札幌」への支援（http＝／／m．city．sapporo・jp／sports／   
gaiyo／h20／2－1－10，html，参照目＝2012年1月13日）」より。また，年次推移は表2の通り。  
表2＝札幌市によるコンサドーレ事業費補助の年次推移  
年度   2007   2008   2009   2010   
札幌市によるコンサドーレ事業費補助  90，000，000円  85，500，000円  81，225，000円  77，164，000円   
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